
具体的方策 評価の観点
表現力（伝え合う
力）を育てる授業
づくりに取り組む。

ねらいや実態に応じた、
ペア学習、グループ学
習を生かし、全体で伝え
合う場での表現力を高
める。

学級全体に自分の考
えを伝えたり、相手の
考えを聞いて反応した
りする姿が多く見られ
るようになったか。

3.8

○ペア学習やグループ学習を授業の中に取り入れることで、多人
数の学級でも自分の考えを伝える機会が増えた。○学習を進める
中で、ペアやグループ、全体で考えを話す、伝え合うということを意
識した。発表への児童の意識も変化が見られ、意欲的になったと思
う。○ペアやグループ活動を積極的に取り入れることにより全体で
発表することの抵抗が少なくなった。○少人数での話し合いは意見
を出しやすい場になっていたと感じ、全体での話し合いを進めていく
うえでも効果的であった。〇個別に対応することで自分の言葉で伝
えることができている。○授業ではないが、自分のことを伝える力を
つけるということをねらいとして、保健室での関わり、問いかけを意
識した。〇発問や課題を工夫していくことで、自分の考えを伝えた
り、相手の考えを興味や関心をもって聞こうとする子が増えた。○
何を伝え合うかはっきりさせること、伝え方の例を教えることでだん
だん上手になってきた。

●友だち同士での関わりは難しいが、チャレンジは続けている。●
反応の仕方に困る児童がいる。●聞く力を高めていく必要がある。

・反応の仕方の掲示や良い反応
の仕方をした児童を取り上げプラ
スの声掛けをする。
・聞く力に個人差が大きい。語彙
力が影響している面が多々見られ
る。聞く姿勢も大切だが、相手の
話している内容の理解をしていく
ためにも、個々の語彙力を高める
ための工夫をしていく。

ICT教材を利用し
た学習活動を積
極的に推進する。

ICT情報活用能力に関
する系統表に基づき、学
習にICTを取り入れる。

児童に情報活用能力
が育っているか（情報
活用能力に関する系
統表に基づき）。

3.4

○タブレットの活用により使い方に慣れてきた。〇ICT支援員に相
談しながら使用することができた。○図工や生活では作品を提出し
たり写真を撮って観察の記録を付けるなど活用ができた。〇タブ
レットを活用し、観察記録をとったり、ﾀﾌﾞﾚｯﾄドリルをさせたりした。
実物投影機やデジタル教科書を積極的に使うことで、活用能力は
高まったと考える。

●交流での活用は、ローマ字入力や内容の理解の困難さのために
自在に活用できていない。●ICT情報活用能力の系統表を意識す
るところまでいっていない。●ICT活用の可能性や指導における効
果を模索しないといけない。●算数、国語での活用ができなかっ
た。●タブレット等の操作に個人差が見られる。●学習のどの場・
内容で活用するとよいか考え、活用することが必要だと思った。そ
れを計画することがなかなかできないことが課題である。

・授業の中での効果的な活用につ
いて研修をする。
・タブレットドリルやｓｋｙmenuの
ツールを使って学習補充をする。
・操作に慣れるためにも積極的に
活用していく。
・図書資料やICT教材などを活用
した学習活動を行う。
・情報活用能力学年系統表を見直
し、引き続き指導していく。

ふるさと・キャリア
教育

自己を見つめる
キャリアパスポー
トを活用する。

キャリアパスポートを利
用して自分を見つめる
場を持つ。学びの蓄積と
振り返りを行う。

キャリアパスポートの
活用が、児童一人一人
の学びの蓄積と振り返
りに役立ったか。

3.9

〇行事のふり返り等をキャリアパスポートにつなげる形ができてき
た。○行事ごとにキャリアパスポートを書き、掲示してどんなことが
できるようになったかなど、自己を振り返る材料として活用すること
ができた。

●記録内容については、十分ではない。ふり返りが難しい児童がい
る。●行事、学習毎に振り返りはするが、キャリアパスポートとして
活用できないこともあった。

・交流学級の児童とともに活動す
ることでふり返る視点を感じとらせ
る。→友だちの表現を知ることで
本人の語彙も次第に増えている。

・ふるさと（島根・江津・嘉久志・和木）のこ
とを勉強して新しいことを知ることができた
→８７％

・キャリアパスポートで、自分のことを振り
返ることができた→８９％

・嘉久志・和木の地域やふ
るさとのひと・もの・ことを生
かした学習を行っている。
→９６％

・嘉久志・和木の地域やふ
るさとのひと・もの・ことを生
かした学習を行っている。→
１００％

人権・同和教育

自分や友だちの
良さを認め合う場
を意識的に設定
する。

・各教科の学習や学級
活動の中に、互いに関
わり合り、理解し合う場
面を設ける。
・人権週間を中心に、人
権に関する学習内容の
授業公開を行い、保護
者と共に人権意識を高
める。

お互いを認め合い、友
だちとの良い関係を築
きこうとしているか。

4.0

〇人権週間や人権集会の取り組みで、自分や相手を大切にすると
いう意識を持たせることができた。○4年保健では、「個人差」という
キーワードが何度か出てくるし、思春期の心の変化では異性への
意識についても話題となるので、その機会に互いに違っていること
を認め合う大切さについて指導した。〇グループで活動する際、児
童同士の肯定的な関わりを全体で認めたことで、お互いの考えを
認め合う雰囲気ができてきた。○帰りの会で、いい所見つけの時間
を各週で設けて日直が発表し、互いを認め合うことにつなげてい
る。○ペアやグループごとの関わりを取り入れることで、関わること
に慣れ、心地よさを感じていた。良さを見付けることを設定すると見
付ける目をもとうと意識するようになった。

●相手を思いやることの困難さを抱えている。●良いところ発表さ
れる児童に偏りがある。●価値には気づいているが、なかなか実践
に移せない子も見受けられ、個別・全体指導をしてきた。

・個別での会話のなかで相手を尊
重する言葉遣いや挨拶など、指導
者が率先して使用する。
・ぬくもりのあることばや行いを感
じさせ、体得できるようにする。
・きれいごとではなく、本心から価
値に気づき、実践に移していける
ように、個々の児童の実態をより
見つめ、個に応じた指導・支援をし
ていく必要がある。

・友達と楽しく過ごせた。→９９％

・困ったり悩んだりしたとき、友達や先生に
相談して安心した。→８８％

・友達が困っているとき、声をかけたり助け
たりすることができた。→９４％

・トラブルやいじめに適切な
対応を行っている。→９０％

高角のふるまい

あいさつ・返事・言
葉づかい・掃除・
はきものそろえ・
廊下歩行に重点
をおき、互いに気
持ちよく過ごせる
ようにする。

あいさつや言葉遣い等
について、目標を掲げ、
強化期間を設定し取り
組む。

あいさつ・返事・言葉づ
かい・掃除・はきものそ
ろえ・廊下歩行につい
てよくなったか。

3.6

〇委員会で工夫した取り組みが行われ意識できた。○あいさつ、は
きものそろえは児童会や各学級の取組でとても良くなっていると思
う。〇生徒指導部や委員会活動などで、あいさつやくつそろえ、廊
下歩行等々呼びかけをし、改善に向けて様々工夫をしていた。○強
化月間を設定することで終わっても続けて靴を揃えたり、先取りあ
いさつしたりするようになった。○声掛け、意識付けをすると、気を
付けるようになり、習慣化できるようになってきた。

●あいさつ、言葉遣い、スリッパそろえについてはなかなか定着し
ていかない。●特に昇降口の廊下歩行、雨の日の校舎内での遊び
方に課題がある。●取組をしているときはできていても、継続的に
はできていないように思う。意識の継続が難しい。●スリッパの乱
れがとても目立つ。強化期間外でも揃うとよい。

・指導者が率先して好ましい行動
や言動を示す。
・委員会の取り組みが継続できる
よう学級の係活動等につなげてい
く。
・日々の声かけや強化週間等を引
き続き設け、習慣化していけるよう
にする。
・今後もいろいろな手立てを考えな
がら、計画的継続的に取り組んで
いく必要がある。

・明るく、いつも進んであいさつができた。
→８６％

・「廊下は歩く」など、学校生活のめあてを
守って生活できた。→７８％

・手洗いやうがいをして健康的な生活がで
きた→８７％

・休み時間に、体を動かして遊ぶことがで
きた。→８３％

・あいさつが向上するため
の取組を行っている。→８
６％

・学校が行っているふるまい
向上の取組により、子ども
たちのあいさつは向上して
いる。→８４％

・子どもたちの地域での生
活の様子から、交通ルール
を守ることや危険な遊びをし
ないなど、安全に生活して
いる。→７９％

・学習内容が身に付くよう
に、学習指導を行ってい
る。→９４％

・子どもの学習内容が身に
付くように、学習指導を行っ
ている。→１００％

学力育成

・子どもたちが将来へ向
けての目標をもつために
も、今後も地域人材や専
門知識を有する大人との
交流活動や実体験活動を
積極的に取り入れてほし
い。

・IPUアウトリーチ表現教
育の取組が非常によかっ
た。子どもたちも心を開放
してして身体表現を行う
姿が印象的だった。大学
生との交流する姿にも感
動した。

・児童アンケートでほとん
どの子どもたちが、友達と
楽しく過ごせたと回答して
いる。学校生活を楽しん
でいることに安心した。

・新型コロナが5類にな
り、角っ子広場も再開し、
放課後に子どもたちが楽
しく遊ぶ姿が戻ってきてよ
かった。

運営協議会意見

　令和5年度　江津市立高角小学校　学校評価

取組の重点 重点項目
目標達成のための計画（（成果・取り組み指標）

評価 ○成果と●課題 改善策
児童アンケート

項目
保護者アンケート

項目
地域アンケート

項目

・授業の内容はよくわかった。→９５％

・話し合いで、自分の考えを進んで話した。
→８６％

・自分の考えを説明するとき、わけも言うよ
うにした。→７２％

・話し合いで相手の話をしっかり聞くことが
できた。→９４％

・授業で友達の考えを聞くと、自分の考え
の参考になった。→９３％

・「ペア・グループ・全体」で自分の考えを説
明したり、発表したりした。→８３％

・タブレットの使い方に慣れてきた。→９
８％

・家庭学習はできた。→８７％

学校教育目標 「豊かな心とたくましさをもち、確かな学力を身につけた子どもの育成」

学校経営目標 「一人一人が主役 みんなが創る 高角小学校」

評価の基準

１：ほとんど達成できていない

２：３～４割程達成できた

３：５割程度達成できた

４：６～７割程度達成できた

５：ほぼ達成できた

○たのしむ子…一人ひとりが学校生活を楽しめる子であってほしい！

○かかわる子…ひと・もの・こととの関わりを喜び・楽しんでほしい！

○つづける子…努力を続けることを楽しみ、達成することを喜んでほしい！

○のびやかな子…自分・友だちが緩やかにつながり、のびのびと生活できる時と場を創り、成長してほしい！

めざす子ども



具体的方策 評価の観点
子どもの学習・活動がみ
える校内掲示づくり（月
ごとに更新）

月ごとに校内掲示を更
新することができた
か。 3

○行事や校外学習などの写真を昇降口に掲示した。児童が自分の
姿だけでなく、他学年の様子を嬉しそうに見ていた。
●掲示すべき行事が多い２学期に、更新できなかった。

・月末にまとめて掲示していたが、
行事があった時に掲示し、更新す
る。

教室環境の美化に努め
る。（特別教室の整理整
頓を月1回行う）

教室環境整備を行い、
学習環境を整えること
ができたか。 3

○使用する際に机や物の整理整頓、黒板の美化に努めた。
●特にぐんぐん教室は、児童の荷物なども多く、頻繁に利用するの
で乱雑になることが多かった。

・特別教室の利用の仕方や片付
けなどの約束を明確にする。

計算・書き取り会を毎月
実施する。

計算・書き取り会の合
格者率が8割以上だっ
たか。

4

○基礎学力が身についてきた。○児童が計画を立てて学習する方
法を身につけた。
●合格点に到達できない児童が数名いる。

・家庭との連携を密に図りながら、
個に応じた指導を工夫する。

自学ノートの良い取り組
みを紹介したり、表彰し
たりする。

自学に進んで取り組ん
だ児童が増えたか。 4

○毎学期良い取組を紹介することで、自学に対する意識が高まっ
た。

・来年度も継続して自学週間の取
組を行い、自主学習が身につくよ
うにしていく。

子どもの考える力
を育てる授業づく
り

研究授業の推進　１人１
授業公開

児童の学習について
のアンケート等を参考
にしながら授業改善や
教材研究を行うことが
できたか。

5

○全教員の授業公開を行い、研究主題に沿って授業改善を行っ
た。

・今後も、児童の考える力、伝え合
う力を高めるための授業の工夫を
積み重ねる。

ペーパーレス化を進め
る。（デスクネッツのさら
なる活用）

ペーパーレス化が進ん
だか。

5

〇職員会議をデスクネッツを使用して行うことで、資料のペーパー
レス化で実施した。
〇回覧レポートの積極的な使用でペーパーレス化を図った。
〇FAXからメールへの移行を進めていった。
●PCを持たない職員への情報等の周知。

・文書の中で電子化できるものは
して保存し、紙での保存を減らして
いく。
・セキュリティ対策の面からもFAX
を使用からメール使用に移行して
いく。

業務の精選・見直し（事
務処理がスムーズにで
きるよう、ソフト作成、内
容の見直しを進める）

業務の精選や見直し
が進んだか。

2

〇復命書テンプレートの改良を行った。
〇デスクネッツの回覧レポートの使用により、印刷にかける時間の
削減できた。
●事務処理がスムーズにできるソフト作成ができなかった。

・校務支援システムの効率的な運
用を図る。

校内環境整備：生活し
やすい、学習しやす場に
するために、計画的に
修繕や修繕要望を行う。

校内の環境整備が進
んだか。

4

〇理科室エアコン交換・昇降口扉枠補修・階段照明LED化。
〇校内で修繕可能なものは、できるだけ素早く対応した。
〇備品を計画通りに整備できた。

・トイレ洋式化(特に低学年)と、廊
下のPタイルの張替え要望してい
く。

職員室・パソコンデータ
の整理整頓を進め、働
きやすい環境にする。

働きやすい環境になっ
ているか。 3

〇過去の膨大なデータのスリム化作業を行った。
●サーバ内でのテータ保存のルール統一をしていく必要がある。

・データ保存・運用ルール統一を
図る。

生活目標と達成のため
の手立てを各委員会が
考え、全校に呼びかけ
る。

委員会活動によって、
生活目標が達成するこ
とができたか。 3

〇6年生を中心に児童会で目標を考えることができた。
●生活委員会が考えた目標がほとんどで、全ての委員会が関わる
ことができなかった。

・年度はじめに月担当の割り振り
を行い、各委員会が責任をもって
全校に呼びかけるようにする。

月末に学級で生活目標
の振り返りを行い、昇降
口に掲示する。

月ごとに生活を振り返
り、生活改善できた
か。 3

〇毎月生活目標の振り返りを行い、自分たちの行動を見つめ直す
機会をもつことができた。
●生活目標の意識を児童の中で持続させることができなかった。

・担任が話をしたり、定期的に各委
員会が呼びかけたりする。

毎回の職員会議で、気
になる児童の実態やか
かわり方の情報を出し
合い、職員全体で共有
する。

児童が安心して学校生
活を送っていると感じ
ているか。 4

〇職員会議や終礼等で、児童について情報を共有したことで、共通
理解を図ることができ、適切な対応をとることができた。
●不定期にしか行うことができなかった。

・定期的に情報提供の場をもつ。

日頃からの実態把握
や、より良い関係づくり
に意識して取り組み、教
育相談習慣を活用して
児童の実態を整理す
る。

教育相談を通して、児
童一人ひとりの理解が
深まったか。

4

〇児童同士のトラブルの早期発見・早期解決につながった。 ・教育相談週間に限らず、普段か
らの関係づくりを心がける。

指導支援部

児童一人ひとりが
きまりを守り、落ち
着いて学校生活
を送れるようにす
る

児童の多面的な
情報を集め、有効
な支援を行う

取組の重点 重点項目
目標達成のための計画（（成果・取り組み指標）

評価 ○成果と●課題 改善策
児童アンケート

項目
保護者アンケート

項目
地域アンケート

項目

教務部

学習環境を整える

研究部

基礎学力の向上

総務部

業務改善を進め
る

環境整備に取り
組む


